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一次 
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二次 

救命処置 

火事と救急車は 

１ １ ９ 
通報は落ち着いて正確に！！ 

落ち着いて、ゆっくりと、通信指令室員の  

質問に答えてください。 

① 「火事」か「救急車」か 

② 救急車（消防車）が向かう場所はどこか 

③ どうしたのか 

④ どのような状態か 

 

つながらない場合は・・・ 

０７３９－２２－０１１９（田辺市消防本部） 



 

３ 一次救命処置（成人） 
① 安全を確認する 

・周囲の状況が安全かどうかを確認する。 

・自分自身の安全を確保することを優先する。 

 

 

② 反応を確認する 

・傷病者の肩をやさしくたたきながら大声で呼びかける。 

・目を開けるなどの応答や目的のある仕草があるか確認する。 

・反応があるか判断に迷う場合や分からない場合は「反応なし」と判断する。 

 

③ 119番通報をして AEDを手配する 

・「誰か来てください！人が倒れています！」などと大声で叫んで応援を呼ぶ。 

・そばに誰かがいる場合は、119番通報を依頼する。 

・近くにAEDがあれば持ってきてもらう。 

 

④ 普段どおりの呼吸があるか確認する 

・10秒以内で胸と腹の動きを観察する。 

・呼吸がないまたは普段どおりの呼吸がなければ胸骨圧迫を開始する。 

・迷う場合や分からない場合も心停止と判断し、胸骨圧迫を開始する。 

 

⑤ 胸骨圧迫を行う 

・胸の真ん中（左右の真ん中、上下の真ん中）を30回連続して圧迫する。 

・胸が約5cm沈み込むように強く圧迫し、元の位置に戻るまで解除する。 

・圧迫のテンポは1分間に 100回～120回で、絶え間なく圧迫する。 

⑥ 人工呼吸を行う 

・人工呼吸のやり方を知っていて、人工呼吸を行う意思がある場合に行う。 

・気道確保（額を押さえながらあごの先を押しあげる）する。 

・鼻をつまんで、傷病者の口を覆って密着させる。 

・傷病者の胸が上がる程度の量を1回に1秒かけて2回吹き込む。 

⑦ 胸骨圧迫と人工呼吸を繰り返す 

・胸骨圧迫30回と人工呼吸2回のセットを繰り返す。 

・反応がでてくるか、救急隊員と交代するまで続ける。 

 

 

⑧ AEDを装着する 

・AEDが届いたら電源を入れる（電源ボタンを押す、ふたを開ける）。 

・基本的に音声メッセージに従って操作する。 

・電極パッドを胸の右上と左下側に貼り付ける。 

・「未就学児用パッド(モード)」と「小学生～大人用パッド(モード)がある。 

⑨ 解析を行う 

・解析時は傷病者から離れる（AEDから離れるようメッセージがある）。 

・電気ショックが必要な場合、AEDは充電を開始する。 

・電気ショックが不要な場合は、ただちに胸骨圧迫を開始する。 

 

⑩ 電気ショックを行う 

・傷病者から離れてもらい、触れていないことを確認しショックボタンを押す。 

・ショックボタンのないオートショック AED の場合、カウントダウンの後、自動

でショックを行うため、音声メッセージに従う。 

・ショック後、ただちに胸骨圧迫を開始する。 

・電極パッドは救急隊が到着するまで貼り付けたままにしておく。 


